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 会長報告                横山善英副会長 

❖本日は竜ヶ崎 RC の秋田光

祥住職をお招きして龍ケ崎観

音のお話をして戴くことに致し

ました。この龍ケ崎は城下町

であり歴史や文化が数多く残

っている由緒ある地域です。その龍ケ崎史を少しずつ身

近な名士に紹介してもらおうとした企画です。よろしくお願

いいたします。 

 因みにこの龍ケ崎は平安時代末期地頭の下河辺政義

が鎌倉時代に源義経の姻戚であったことから氏を龍﨑と

したことが由来だそうです。又、千葉の「新編常陸国誌」に

よると町が龍の形をしていたからという説もあるそうです。 

 又、名所としては「般若院のしだれ桜」「来迎院多宝塔」

「旧水戸街道若柴宿」「牛久沼の景勝」「龍ケ崎カントリー

クラブ」「八坂神社」等もあり「龍ケ崎の撞舞」も交えて機会

があったらお話をして戴こうと思っております。 

 

 幹事報告                  川上 勉幹事 

◆2024.04.14（火）はＤＴＡ

(地区研修・協議会)がシビック

センター(日立市)、ホテルテラ

スザスクエア日立で開催され

ます。会長幹事・クラブ役員の

方は出席義務となります。 

◆今月の“ハイライトよねやま 288”ができあがりましたので、

お送りします。ぜひご覧いただければ幸いです。 

◆2024.03.09.(土).ロータリー財団地区補助金管理 

セミナー 10：00～ 水戸三の丸ホテル 

◆ロータリー平和フェローシップの候補者募集 

◆2024.03.23-24（土日） ＰＥＴＳ開催 

 ザ スクエア日立 10：00～ 

◆次年度の米山奨学生が決まりました。 

アンポマ，ミリセントさん（ガーナ出身）筑波大学修士課程 

女性の方です。 

第 1200 例会報告（2024.03.01） 

点  鐘 会長 長友芳郎 

国歌斉唱・R ソング これでこそロータリー 

本日のプログラム 龍ケ崎観音の歴史 秋田光祥住職 

ゲスト ・ ビジター 秋田光祥氏・山崎恭弘氏（竜ケ崎RC） 

長友真理子会長夫人・横山純子さん 

水と衛生月間 

■■出席状況 

会 員   9 名 
出席率 100.00% 

出 席 者  5 名 

WEB出席  2 名 Make-up 2名 

定款第10条(第6-7節除く) 長友会員・伊藤会員 

■ニコニコボックス 

目標額 (本年度) 400,000 円 

実績額 本日/累計 11,000円 310,000円 

■MESSAGE 

長友会員 

秋田さん今日はありがとうございます。中央の

方々には毎度毎度ご迷惑をおかけして申し訳ご

ざいません。今日は主人の代理です。宜しくお願

いします。 

川上会員 奥様方代理出席で助かります。 

荒木会員 卓話が楽しみです。千葉からやって来ました。 

海老原会員 

今日は何の日：防災用品点検の日 関東大震

災の起きた9月1日のほか、3月1日、6月1日、

12月１日の年４回 

大原会員 
秋田さん本日は宜しくお願いします。 

山崎さんようこそ 

横山会員 秋田さん 龍泉寺の歴史楽しみです。 

■今後の予定 

03/09．土 R財団地区補助金管理セミナー 10：00～ 

03/22．金 四クラブ合同観桜会 東京よみうりCC 

03/23-24 ＰＥＴＳ ホテルテラス ザ スクエア日立 10：00～ 

04/14．日 ＤＴＡ 日立シビックセンター 09：00～ 

04/21．日 米山オリエンテーション ホテル日航つくば 10：00 

06/01．土 地区会長幹事会.水戸京成ホテル 

例会の欠席は、水曜日 AM 10:00 までに川上幹事 
TEL 090-3497-0383 に連絡して下さい。≫ 

【通常例会 03.29】 

会員卓話⑨ 
（ロータリー活動を通して） 

クラブ管理運営委員会 

【通常例会 03.15】 

ロータリー情報 
（F.コリンズの船上演説） 

クラブ管理運営委員会 

 

本日のプログラム  

 
次回のプログラム 

 

会  長：長友芳郎  幹 事：川上 勉   連絡先：ＴＥＬ 0297-64-3956   ＦＡＸ 0297-64-3978  http://rcrc.web5.jp 

事務所：〒301-0824 茨城県龍ケ崎市下町 2842   例会場：〒301-0857 茨城県龍ケ崎市泉町 1592-77  ザ･ゴルフクラブ竜ケ崎 

Ｗeekly News  龍ケ崎中央ロータリークラブ 

        2024｡03｡015  No.01201  RＩDistrict 2820 CLUB 50504 
 



 本日のプログラム  

茨城百景 東福山龍泉寺 

龍ヶ崎観音 

秋田光祥住職 

龍泉寺（東福山水天院）

は、龍ケ崎地区のほぼ

中央、下町にある天台

宗 の 寺 で 、 一 般 に は

「龍ケ崎観音」の呼び

名で親しまれています。 

天 正 年 間 （ 1573 ～

1592 年）、江戸崎城主・土岐胤倫（後に龍ケ崎城主）の

創建と伝えられ、寛永年間中（1624～1644 年）上野寛

永寺の天海僧正が再興しました。 

明治のはじめに 10 余年の歳月をかけて本堂を再建しまし

たが、その落成寸前に龍ケ崎の大火で消失。 

長らく仮本堂でしたが、昭和 50 年に新築され、現在に至

っています。 

胤倫が妻・お福の方の難産に際し、山城国から弘法大師

の作とされる正観世音菩薩の尊像を迎えて寺を建て祈願

したところ、無事出産できたという伝えがあり、今も安産・子

育て・出生・開運・除災の観音様として広く信仰を集めて

います。 

本尊は安産祈願のため淳和天皇の勅を受けた弘法大師

の作という聖観世音菩薩で、「安産観音」として有名です。 

水子地蔵は約 200 体とも言われています。 

また龍泉寺では、絵馬を参拝者に配り、参拝者はそれに

自分の願い事を書いて祈願します。 

安産を祈願する人には安産のお守り、腹帯守、ろうそく、

餅、米を授けています。 

餅は紅白のどちらかで、白ならば男の子、赤ならば女の子

が生まれるとされ、不思議とよく当たると評判です。 

ろうそくは、これが消えるまでにお産が早く済むことを願っ

て、短いものが授けられます。 

毎月 17 日が縁日で、特に正月 17 日（現在は 15 日）は

近隣からの参詣客でにぎわいます。 

また 7 月 10 日の「ほおづき市」は、4 万 6 千日分の参拝

をしたことになる功徳日で、お参りをしてほおづきを求める

人が数多く詰めかけます。   （龍ケ崎市ホームページ） 

 

龍泉寺(龍ヶ崎観音)は、建立以来貴賎貧高老若男女の

別なく篤く信仰されている寺院であり、安置しまつるご本尊

は淳和天皇勅願、弘法大師御作の聖観世音菩薩であり

ます。 

今から 1200 年前、淳和天皇の御宇(823 年～833 年)に

畿内隣国(京及びその周辺諸国)では難産に苦しむ女性

が多く、天皇は弘法大師空海(774 年～835 年)に勅して、

この難を除かんとしました。空海はこの危難を救う為に自

ら彫刻の志を起こすと、日夜大慈大悲の名号を唱えて一

刀三礼し、観世音菩薩の尊像を成就しました。そしてこの

観世音菩薩のお力によって、国中の女性はたちまち安産

するようになりました。 

しかし東国では未だ難産に苦しむ者が多くありました。そこ

で日光山(栃木県)を開山した勝道上人(735年～817年)

の高弟蓮雪法印は、これを憂い、空海に乞うて観世音菩

薩の尊像を龍ヶ崎の地に安置し、一宇（堂宇）を建立され

たのが、龍泉寺(龍ヶ崎観音)の始まりです。 

 

平安時代に安産祈願の為に造立された観世音菩薩は、

龍ヶ崎の地に安置されて龍泉寺が建立されました。 

そののち天正年間（1573～1592 年）には、龍ヶ崎城主

土岐胤倫公の息女虎姫(お福の方)がご懐妊の際、十月

臨産に至っても産気が無く難産に苦しんでいましたが、龍

泉寺の観世音菩薩に礼拝して一心に祈念したところ、すぐ

に元気な男子を出産されました。それを喜んだ土岐氏は

境内を整備し、東福山水天院の号を比叡山延暦寺より賜

りました。 

以来安産祈願の道場としての名声はますます諸国に広が

り、龍ヶ崎観音（龍ヶ崎の観音さま）として親しまれてきまし

た。 

大正 14 年には、昭和天皇妃 香淳皇后の御安産祈願を

厳修し奉り、安産御守を献納いたしました。 

同年 12 月 6 日、第一皇女 成子内親王様を無事ご安

産なされた際に、皇太子の教育職に就いていた珍田捨巳

伯爵よりお礼状を賜りました。 （龍泉寺ホームページ） 

 


